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三 宅 利 雄 ・藤 原 昭 雄

広島県立農業試験場

1925年 ご ろ に セ ジ ロ ウ ン カ(Sogata

HORVATH)や トビイロウ ンカ(

)の 越冬 の状況が不 明であ るとい うことが問題にな

ったが,当 時 これ らウンカ類が休眠 して冬 を過 ごす もの

で あ るか ど うかは考え られ もしなか った。そ の後筆者 の

一人三宅(1932,1951)は ヒメ トビウ ンカ(

FALLEN)の 休眠は 「日長効果」に よって起 こ

るものであ り,ま た,セ ジロウ ンカお よび トビイロ ウン

カは 「日長効果」に よって休眠 しない ことを報 じた。更

に 各方面で もセジロウ ンカお よび トビイロウ ンカの越冬

に ついて研究が行なわれたが,1943年 ごろまでには結論

を得 るには至 らなか った。1950年 に再び この研究が農林

省 企画 の もとに開始 され現在 までに10数 名 の研究者が ウ

ンカ類 の越冬問題 の解 明に専念 してい る。筆者(1958)

はす でに トビイロウンカについては発表 を行 な ったが,

本 報では セジロウンカの休眠が寄主転換 とい う特別 な現

象 に伴 って起 こることを報告す る。

1 セ ジ ロウ ン カの 水 田 に お け る実 態

セ ジロウンカの雌には長 し(翅)型 と短 し型が あ り,

雄 は特別 な場合 を除 いて長 し型のみであ る。 セジロウ ン

カの長 し型は6月 下 旬か ら7月 上旬にかけ,田 植後 の本

田に始 めて飛 来 して定 着す る。 この長 し型が 稲 に 産 卵

し,こ れ よ り出た雌成虫の多 くの ものは短 し型 とな る。

この時期 は7月 末か ら8月 上旬であ るが,8月 下旬にな

る と急激 に密度を増 し,成 虫は長 し型 とな って9月 上中

旬 にいずれか へ飛び去 る。1958年 の水 田の調査結果は第

1表 の とお りであ った。

第1表 を見 ると水 田における初期のセ ジロ ウンカは低

密度であ るが,そ れ らのすべ ては長 し型 である。 これ は

当然 の ことであ って,水 田初期のセ ジロウンカはほかか

ら飛来 した ものである ことが 推察 され る。 また8月 末に

な ると,水 田には沢 山の幼虫がい るに もかかわ らず成虫

の数 は少 ない。 もしも幼 虫か ら成虫にな った ものがその

まま全部 水田に とどまってい るとすれば,か な りの成虫

数が観察 されな ければな らない。 この ことは8月 末に成

虫 とな ったセジ ロウンカが水 田か ら飛び去 ることを示唆

してい る。 なお飛 び去 るために成虫は長 し型でな くては

な らない。第1表 に示す よ うに8月 末水 田に見 られ る成

虫 は観察 され た限 り長 し型 とな ってい る。す なわち本 田

のセジロウ ンカの成虫は長 し型に始 ま り長 し型に終わ る

とい える。

2 長 し型 発 生 の原 因

8月 末 ウ ンカの密度が高 くな ると,長 し型成虫の発生

を見 るのであるが,こ れ を確か め るため,次 の よ うな実

験を試みた。

25cc試 験管内に稲苗1本 を入 れ,ふ 化当 日よ り一定数

の虫をそ の中に収容 し,成 虫となるまで飼 育 して長短 し

型 の発現 を調 べた。結 果は第2表 の とお りであ った。

第2表 のよ うな実験結果は8月 末に水田において ウン

カの密度が高 まると長 し型が発生す るとい う事実を裏書

第1表 ほ場の生息 密度 と長 短 し型

備考:1) 1958年 における広島県 佐伯郡佐伯防除所 の成績

2) ♀Mは 雌 の長 し型を示 す

(1961年4月3日 受 領)

(174)
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第2表 セジ ロウ ンカの密度 と長 短 し型 の発生

備考 ♂Mは 雄の長 し型,♀Mは 雌の長 し型,♂Bは

雄 の短 し型,♀Bは 雌 の短 し型を示す。以下の

の表 において も同様。

き してい る(第1表 参照)。 水田 に初めて 姿を現わす6

月末か ら7月 のセジロウ ンカは長 し型ばか りであ るか ら

この時 も長 し型発生 の原因が な くてはな らない。そ こで

第2表 と同 じよ うな方法で種苗 を与 えた場合 とスズメ ノ

カタ ビラ(Poa annua L.)を 与えた 場合 とを 比較 して

長 し型の発生を調べた結果 は第3表 の とお りであ った。

第3表 セジロウンカを稲 とスズ メノカタビラで

飼育 した場合 の長短 し型 の発 生

飼 料 としてスズ メノカタビラを与 えた場合 は,稲 を飼

料 とした場合 よ りも雌の長 し型が多 く発生す る。 このこ

とはスズ メノカタビラの よ うな雑草で春育 った セ ジロ ウ

ンカが水 田に飛来 し うる可能性 を示す もので ある。

3 セ ジ ロ ウ ン カの 水 田 出現 前 に お け る

産 卵 寄 主 選 択 性

セジロ ウンカはスズメ ノカタ ビラを飼料 とす ると長 し

型 を多 く生 じそ の移 動を可能 にす る。次 に水田出現前に

おけるセ ジロウンカの産卵寄主選択性を調べてみた。す

なわち飼育中のセ ジロウンカ成虫を稲お よびスズ メノカ

タ ビラを一緒 に入れ た35cc試 験管 中に入れ,数 日置いた

の ち各寄主 への産卵 数を調べた結果は第4表 のとお りで

あ った 。

1～2月 あ るいは4～5月 の間,セ ジロウ ンカは産卵

第4表 水 田出現前 におけ る産卵寄主選択性

寄主 として稲 よ りはスズメ ノカタビラを好むが,6月 上

旬 にな ると稲 とスズメ ノカタ ビラに同 じ程 度に産卵 し,

6月 末か ら7月 にかけては,4～5月 とは逆の産卵選択

性 を示 し,幼 虫時代稲で育 って もあ るいはスズメ ノカタ

ビラで 育 って も,と もに稲 を好む ようにな る。 これは熟

期 の近づ いた冬草か ら夏草 へ とウンカが 寄主 転換を行な

うことを示す ものであろ う。

4 水 田か ら姿 を消 す 時 期 の セ ジ ロ ウ ン カ

の 産 卵 寄 主 選 択性

8月 末か ら9月 には,水 田の セジロウンカは長 し型で

あ り,こ れ は水田か ら飛び去 るもの らしいがそのゆ くえ

は不 明であ る。 この時期の セジロウンカの幼虫 を25ccの

試験管 中で稲苗 または出穂 した稲で飼育 した り,日 長 を

変 えた り,あ るいは密度を変 えて飼育 し,出 て きた成虫

1対 をこん どは イヌビエ(Panicum crusgalli L. var. 

submutica MEY.)お よび稲 をと もに入れ た35ccの 試験

管 内に収容 し,一 定 期間おいて産卵数を調べてみたがそ

の結果 は第5表 の とお りであ った。

第5表 か ら明 らかな よ うに,幼 虫時代の飼育 の条件に

は関係な くセ ジロウンカはほ とん どの ものが 稲苗 に産卵

しないで イヌビエに産卵す る。 この時期にな ると成虫は

全 く稲を好まない ようにな る。す なわち夏草雑草への寄

主転 換が ここに行 なわれ るとみなければな らない。 この

イヌビエに産卵 した もの と,稲 に産卵 した ものをそれぞ

れ イヌビエお よび稲で飼育 してみ ると,雌 の長短 し型の

発現は第6表 に示 され るよ うであ った。

以上の よ うに稲 よ りもイヌビエを好みなが ら,そ の イ

ヌビエで育 った ものは,稲 で育 った もの よ りは長 し型を

多 く生ず る。産卵寄主 と しては稲 よ りもイヌビエを好 み

なが ら長 し型 を生 じることは生態学的に見て興味深い現
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第5表 水 田か ら姿を 消す時 期におけ る産卵寄主選択性

備 考*印 の 長 日 と は 日 没後22時 ま で60W電 灯50cmの 距 離で 明 る く した こ とを 意 味 す る。

第6表 イ ヌ ビ エ お よ び稲 で 飼育 した セ ジ ロ ウ ン カ雌 の 長 短 し型 の発 生

象で ある。

5 夏 草 か ら 冬草 へ の 産 卵 寄 主 選 択

幼虫時代を イヌビエおよび稲で飼育 した セジロウ ンカ

成 虫1対 を 稲,ス ズメノカタ ビラ,ス ズメ ノテ ッポウ

(Alopeculus sequalis SOBOL.)各1本 を収めた35ccの

試験管 中に入れて各植物への産卵数 を調 査 したがそ の結

果 は第7表 の とお りであ った。なお,こ こに示 され た産

卵 数は産卵開始後数 日間 に得 られ た もので この間 温度 は

17℃ に保たれた。

第1図 -4℃ に24時 間接触 した場合の死 卵

(不休眼卵)

第7表 夏草か ら冬草への産卵寄主選択

以上の結果はいずれの場合 も稲へ の産卵 はほ とん どな

く,冬 草への 産卵が きわめ て多 い。特 に出穂 した イヌビ

エ 葉鞘で飼育 した ものは100%雑 草 に産卵 してい る。

6 幼 虫期 に寄 主 植 物 を異 に した

場 合 の 休眠 卵 の 発現

前 に述べた よ うに イヌビエで育 った ものが示す冬草へ

の 産卵 習性は興味あ るものであ るが,次 に主 と して この

卵 について耐寒 性を調べてみた。その方法は産下卵 を数

日自然温においた ものを,-4℃ に24時 間置いて卵の生

死 を調べ,生 卵を一応休眠卵 と した(第1お よび2図)。

結 果は第8表 の とお りであ った。

第2図 -40℃24時 間接触 してか ら25℃ に移 した

場合の眼点期 の生卵(休 眠 卵)

以上の結果か らイヌビエで育 った ものは強い耐寒性を

有 し休眠卵 とな ることが わか る。 ことにイヌビエ葉 鞘で,

高密度で飼 育 した場 合は休眠卵 とな るものが 多い。 一方
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第8表 幼 虫期 におけ る寄主植物の種類 と休眠卵発現 との関 係 (I)

稲 苗 で育 った ものは,-4℃ に24時 間 接触す ると 全 部

死 滅す る。 トビイロウンカの場合出穂 した稲 の葉鞘 を飼

料 と して,高 密度 に飼 育すれ ば休眠卵を産 むが(三 宅,

藤原,1958),セ ジロウンカの場 合,ト ビイロ ウンカ と同

様 な傾向があ るか ど うか次 のよ うな方 法で調 査 した。す

なわち容量25cc試 験管 内に一定数 の虫を入れ,ふ 化当

時 よ り稲 苗又は 出穂稲葉鞘 を供 して自然状況下(11月1

日よ り17～20℃)で 飼 育 し,羽 化 した成虫を してそれぞ

れ の寄主に産卵 させた。それが休眠卵であ るか ど うか は

上 記同様 卵を-4℃ に24時 間接 触 してか らその生死に よ

って判別 した。

第9表 に示 され るよ うにセジ ロウンカは幼 虫時 代を稲

で飼育 して も,あ るい は出穂 した稲葉 鞘で飼 育 して も休

眠卵を産 まない。

イヌビエ葉鞘で,飼 育 した第8表D区 の もの と20℃

中にて稲 苗で飼 育 した もの とを年 最低温度時 の1月 に自

然温において調 査した結果は第10表 の とお りであ った。

出穂 した イヌビエで育 った成虫は休眠卵 を産み,稲 苗

で 育 った ものは休眠卵 を産 まない。

7 休 眠 卵 の 越 冬状 況 調 査

前 の実験か らわか るよ うに出穂 した イヌビエを寄主植物

第9表 幼虫期にお ける寄主植物の種類 と休眠卵発 現との関 係 (II)

第10表 幼 虫期におけ る寄主値物の種類 と休眠卵発現 との関 係 (III)

備 考:1) 死 卵 は 白 濁 す るか ら生 死 の 区 別 は 容 易 で あ る。

2) 調 査 月 日は1960年1月30日 。

3) 実 験 期 間 中の 最 低温 は 平 均-3.6℃,最 後6日 間 の 平 均 最 低 気温 は-6.5℃ で あ った。
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と して幼 虫期 を経た ものは好 んで 冬草 に産卵す る。それ

は耐寒性 の強 い休眠卵 とな ったが その休眠卵 の生 育状況,

ふ化時期 などは不明 であ ったので調 査を行 な った。 その

結果は第11表 のとお りで あ った。

第11表 セ ジロウンカ休眠卵の生育状況

備考1) 死 卵は寄生菌 による。

2) 1月8～14日 よ り自然温 においた。

3) 羽化虫はすべて長 し型で ある。

以 上のよ うに3月 中旬か ら休眠卵は成育 を開始 し4月

中下 旬にふ化 して5月 末か らその年 内最初の成虫が 出現

す る。

8 ま と め

以 上の調 査結果 か ら雑草 中に産み こまれた セジロウン

カの卵 は休眠状態で越冬 し,春 ふ化 して早 い ものは2世

代,お そい ものは1世 代 を雑草で 育ち長 し型 とな り,これ

が水 田に移 って稲 に産卵す る ものと思われ る。 これ か ら

出た成虫の雌は多 く短 し型 となるが次 の世 代では密度が

上昇 し,そ のため長 し型 を生 じる。 これ は8月 下旬 ごろ

であ って,セ ジ ロウ ンカが 水田か ら姿を消す時期で もあ

る。 この成虫は夏草(イ ヌ ビエ)に 再 び寄主 を変え る。

イヌビエも出穂 してお りこのイヌ ビエで育 ったセ ジロウ

ンカ成虫は三度寄主 を変 え冬草(ス ズメ ノカタ ビラ)に

卵を産む。 この卵 は休眠卵 とな り冬 を過 ご し翌年4月 中

下旬ふ化 して冬草雑草で 育 って稲 に移行す る。 これが セ

ジロウンカの週年経過であ るが,6～7月 稲へ移 る こと

がセ ジロウンカに とって必要 な ことであ るか ど うか はは

なはだ疑問であ る。稲のない草垣 島(末 永,1953),東 北

地 方(仲 野,1959)な どで セジロウンカが見つか ってい る

ことは稲か ら移動 した もの とは考 えがたい。雑草のみの

生 活環があ るべ きであろ う。 この ことはすでに深谷(19

57)に よって指 摘 され ている。稲が 日本で作 られ る以前

にセ ジロウンカは雑草 で夏草 と冬草 との間 を往復す る生

活 環を とっていた もの と想 像され る。

さて越冬 の問題であ るが,九 州地方ではセ ジロウンカ

は幼虫態 で冬 を過 ごす もの としば しばいわれ て きた。越

冬 を単に冬 を過 ごす もの と解すれば,稲 で育 った もので

も暖かい場所,た とえば鹿児 島県指 宿郡山川町鰻池(糸

賀,酒 井,堀 切,1956)の よ うな所では幼虫あ るいは卵の

状態で冬 を過 ごす ことが で きるのはむ しろ当然であ る。

しか し休眠 と い うことに な ると考 え方は おのずか ら異

な って くる。第4表 に示 した稲 への寄主 転換は,冬 草の

熟期 と考 えあわせ る と,鹿 児 島では広島 よ り早 くな ると

考 えられ る。小 麦の熟期は鹿児 島 と広島では約25日 の差

が ある。南九 州ではほか よ り早 くセ ジロウンカが 水田に

現われ る とい うが それ は上に述べた ように幼 虫で冬 を過

ご した場合 は別 として,た とえ,卵 休眠の状態 で越冬 し

た もので も,冬 草 の熟期が 早ま っている とい う事実が あ

るので稲に来 る時期が早 くなるのはむ しろ当然であ る。

種 々の昆虫におい て休眠 のステー ジはその種 または系統

に よって一定 してい ることは梅谷(1951),三 宅(1932)

もすでに指摘 してい るところで ある。ひ と りセジロウ ン

カのみが例外であ るとはい えない。 とすれば セジロウ ン

カが冬を過 ごす のに最 もふさわ しい状態 は卵休眠で ある

と考え られ る。幼 虫,成 虫で越冬す るとい うのはむ しろ

例 外的な ものであ ろ う。

9 要 約

1. 広 島県で はセ ジロウンカは6月 下旬か ら7月 上旬

にかけて初めて長 し型が本 田に飛来定着す る。そののち

生 息密度 を増 しつつ8月 下旬にな ると生 息密度は最高 と

な り,そ の時はほ とん ど全部長 し型 とな り,ほ 場か ら姿

を消 して行 く。 この間水 田では約二世代 を経過す る。 ま

た長 し型 発生 の原因 としては,高 い生息密度お よび スズ

メ ノカタ ビラな ど雑草を栄養源 とす ることな どが考 えら

れ る。

2. セ ジロウンカが 本 田に現われ る6月 下旬か ら7月

上旬 にな ると,産 卵寄主 としてスズメ ノカタ ビラよ りも

稲 を好選 して産卵 し,冬 草 よ り稲へ の寄主転換現象が見

られ る。

3. 8月 末か ら9月 初 めにか けてセ ジロウンカが本田

よ り姿を 消 して行 く時期 になる と,稲 よ りもイヌビエに

よ り多 く産卵 し夏草雑草へ の寄主選 択が認 め られ る。

4. イヌビエに移転 しイヌ ビエで 育 ったセ ジロウ ンカ

は稲 に産卵す ることな くスズ メノカタ ビラ,ス ズメノテ

ッポ ウの順 に産卵,冬 草への寄主選択が認め られ る。

5. イヌビエで育 った ものの スズ メノカタ ビラへ の産

下卵 は,-4℃ に24時 間接触 して も 死滅 す るものが少

な く,ほ とん ど休眠卵 とな るが,稲 苗あ るいは出穂稲で

育 った ものか らはいずれ も休眠卵は得 られない。

6. 休眠卵 は翌春3月 下 旬か ら成育を開始 し,4月 中

下旬 ふ化 したのち5月 末か らその年最初の成虫が出現 し,
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冬草雑草に 引き続 き産卵す るが,幼 虫は これ を食草 と し

て育つ もの と思われ る。
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Summary

Studies on the Diapause and Host Plant Preference in the White Back 

Planthopper, Sogata furcifera HORVATH

By Toshio MIYAKE and Akio FUJIWARA

Hiroshima Agricultural Experiment Station, Saijo, Hiroshima

The effects of the population density and food 

plant during the larval period on the determination 

of the wing-form (macropterous and brachypterous 

forms), and the appearance of the diapausing egg 

and the host plant preference have been studied 

with the white back planthopper, Sogata furcifera 

HORVATH. The results are summarized as follows: 

(1) In Hiroshima Prefecture the macropterous 

males and females of the white back planthopper 

appear in the paddy fields from late June to early 

July for the first time. Then the brachypterous 

females appear and increase in number during the 

summer. In late August and early September the 

macropterous forms disappear from the paddy fields. 

They pass two generations during the summer in 

the paddy fields.

The wing-form of adult is determined by the 

environmental factors affecting during the larval 

period. All of the emerged adults grew the 

macropterous form when the larvae were reared 

under high population densities and fed on the weeds 

(Poa annua L. and Alopeculus platensis L.).

(2) It was found that the adult showed distinct 

host preference. From late June to early July, the 

planthoppers appear in the paddy fields, and oviposit 

more on the rice plant (Oryza sativa L.) than on 

the weed (Poa annua L.).

(3) The planthoppers disappear from the paddy 

fields from late August to early September. Just 

 about this time, they oviposit more on the weed 

(Panicum crusgalli L. var. submutica MET.) than 

on the rice plant.

(4) The planthoppers which were reared on the 

weed (Panicum crusgalli L. var, submutica MEY.) 

did not oviposit on the rice plant at all, but oviposit 

on the weeds such as Poa annua L. and Alopeculus 

platensis L.

(5) When the larvae were reared with leaf or 

sheath of the weed (Panicum crusgalli L. var. 

submutica MEY.) during October and November, 

the emerged adults oviposited the diapausing eggs. 

But the adults which were reared with rice seedlings 

or sheath of rice plant being after heading never 

oviposited the diapausing eggs. The diapansed eggs 

did not die under the low temperature of -4•Ž for 

24 hours and overwintered in the egg stage.

(6) The diapaused eggs which have overwintered 

grow active in the middle of March and their 

hatching begins in the middle of April. The newly 

hatched larvae take the weed (Poa annua L.) for 

food plant and emerge late in May. This is the 

adult of the first generation of that year. The 

planthoppers which appear in the paddy fields 

from late June to early July are the adults of the 

second generation.


